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★在満日本人の生活・文化を伝える幻の雑誌、ついに復刻！！
解
　
説
―
岡
村
敬
二
（
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
田
島
奈
都
子
（
青
梅
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

推
　
薦
―
高
媛
（
駒
澤
大
学
教
授
）

収
　
録
―『
月
刊
満
洲
』
第
六
巻
第
九
号（
一
九
三
三
年
九
月
）～

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

第
一
六
巻
第
四
号（
一
九
四
三
年
四
月
）※
一
部
欠
号
あ
り

全
４
回
配
本
・
全
11
巻
・
別
冊
１

復
刻
版

　
一
九
三
三
年
に
『
月
刊
撫
順
』
か
ら
改
題
さ
れ
、
終
戦
直
前
ま
で
刊
行
さ
れ

続
け
た
『
月
刊
満
洲
』。
そ
の
内
容
は
時
局
に
関
す
る
評
論
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ

に
限
ら
ず
、
漫
画
や
詩
歌
、
満
洲
各
地
で
の
見
聞
や
ゴ
シ
ッ
プ
な
ど
、
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
の
記
事
が
ふ
く
ま
れ
る
。
執
筆
陣
も
ま
た
、
満
洲
国
官
吏
、
南
満
洲

鉄
道
株
式
会
社
社
員
、
軍
人
、
医
者
と
い
っ
た
満
洲
国
上
層
部
や
エ
リ
ー
ト
に

加
え
て
、
一
般
市
民
や
女
学
生
、
カ
フ
ェ
ー
女
給
な
ど
様
々
な
階
層
と
職
業
に

お
よ
ぶ
。

　
満
洲
国
研
究
の
み
な
ら
ず
、
文
化
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
、
観

光
史
、
芸
術
史
の
分
野
で
幅
広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

※収録内容は変更となる場合がございます

『月刊満洲』の表紙画には竹中英太郎
（1906−1988年）や池辺貞喜（1905
−1994年）を起用。異国情緒に溢れ
るすぐれた作品を生み出した。



◉
日
中
戦
争
期
に
お
い
て
、
驚
異
的
な
販
売
部
数
を

維
持
し
た
総
合
誌
、『
華
文
大
阪
毎
日
』。
当
時
の

社
会
、
文
化
、
文
芸
を
生
き
生
き
と
伝
え
る
幻
の

資
料
、
復
刻
！

◉
満
洲
移
民
の
な
か
で
も
、
初
期
の
試
験
移
民
期
（
一
九
三

二
―
一
九
三
五
年
）
と
さ
れ
る
時
期
の
移
民
の
状
況
や
、

関
東
軍
の
思
惑
を
伝
え
る
資
料
を
復
刻
。
武
装
移
民
か
ら

大
規
模
農
業
移
民
へ
の
重
要
な
転
換
点
を
明
ら
か
に
！

◉
昭
和
戦
前
期
に
満
洲
で
刊
行
さ
れ
た
旅
行
雑
誌
を

復
刻
。
観
光
情
報
の
み
な
ら
ず
芸
術
、
文
芸
、
歴

史
記
事
な
ど
も
豊
富
に
掲
載
！

◉
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
日
本
の
海
外
移
住
の
実
態

を
克
明
に
記
し
た
稀
有
な
雑
誌
『
海
の
外
』。「
移
民

先
進
県
」
長
野
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
お
け
る
「
移
民
」

の
原
点
を
伝
え
る
幻
の
資
料
を
復
刻
！

復
刻
版
　
華
文
大
阪
毎
日

十
五
年
戦
争
極
秘
資
料
集
補
巻
57

満
洲
武
装
移
民
関
係
資
料　
全
３
冊

復
刻
版
　
旅
行
満
洲

復
刻
版
　
海
の
外

全
６
回
配
本

全
18
巻
・
別
冊
１

全
９
回
配
本

全
26
巻
・
別
冊
１

全
３
回
配
本

全
７
巻
・
別
巻
１

編
・
解
説
―
森
武
麿（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

体
裁
―
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
約
一
、一
五
〇
頁

価
格
―
揃
定
価
八
三
、六
〇
〇
円

　
　
　
（
揃
本
体
七
六
、〇
〇
〇
円
＋
税
一
〇
％
）

解
説
―
高
媛（
駒
澤
大
学
教
授
）

　
　
　
田
島
奈
都
子（
青
梅
市
立
美
術
館
学
芸
員
）

　
　
　
岩
間
一
弘（
慶
應
義
塾
大
学
教
授
）

体
裁
―
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
約
一
三
、五
〇
〇
頁

価
格
―
揃
定
価
七
一
五
、〇
〇
〇
円

　
　
　
（
揃
本
体
六
五
〇
、〇
〇
〇
円
＋
税
一
〇
％
）

別
冊
―
解
説
／
総
目
次
／
索
引　
約
二
九
〇
頁

　
　
　
※
分
売
可　
定
価
三
、三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
本
体
三
、〇
〇
〇
円
＋
税
一
〇
％
）

編
集
―
森
武
麿（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

体
裁
―
Ａ
４
判
・
四
面
付
・
上
製
・
総
約
二
、二
五
〇
頁

価
格
―
揃
定
価
二
三
五
、九
五
〇
円

　
　
　
（
揃
本
体
二
一
四
、五
〇
〇
円
＋
税
一
〇
％
）

　
『
華
文
大
阪
毎
日
』
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
・

東
京
日
日
新
聞
社
が
中
国
語
圏
に
向
け
て
発
行
し

た
、
中
国
語
に
よ
る
総
合
雑
誌
（
一
九
三
八
―
一

九
四
五
年
）
で
あ
る
。

　
中
国
大
陸
の
一
般
市
民
を
読
者
と
し
た
本
誌
は
、

中
国
語
に
よ
る
大
日
本
帝
国
の
国
策
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
の
一
環
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
般
読
者
の
声
を

広
く
取
り
入
れ
、
多
彩
な
誌
面
を
展
開
し
た
。
日

中
の
文
学
者
、
政
治
家
、
文
化
人
、
行
政
官
ら
の

作
品
や
情
報
、
さ
ら
に
は
中
国
各
地
の
風
俗
、
生

活
を
も
伝
え
る
豊
富
な
グ
ラ
ビ
ア
を
掲
載
す
る
。

最
盛
期
に
は
七
万
部
を
超
え
た
と
い
う
本
誌
は
、

中
国
近
現
代
史
の
空
白
を
埋
め
る
基
礎
資
料
と
し

て
、
広
く
植
民
地
期
中
国
語
文
化
圏
に
関
心
を
も

つ
研
究
者
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
五
族
協
和
・
模
範
的
開
拓
地
建
設
と
い
う
「
理

想
」
と
、
現
地
住
民
と
の
対
立
・
過
酷
な
気
候
と

い
う
現
実
。
満
洲
移
民
は
在
郷
軍
人
に
よ
る
武
装

移
民
か
ら
試
験
的
な
も
の
と
し
て
は
じ
ま
っ
た

が
、
多
く
の
離
脱
者
、
死
亡
者
を
出
す
こ
と
と

な
っ
た
―
。

　
試
験
移
民
期
（
一
九
三
二
―
一
九
三
五
年
）
の

武
装
移
民
が
お
か
れ
た
苦
境
に
寄
り
添
い
、
現
状

を
鋭
く
批
判
し
た
永
田
稠
の
収
集
に
よ
る
「
満
洲

移
民
参
考
資
料
」
か
ら
、
武
装
移
民
に
関
す
る
資

料
や
、
以
降
の
大
規
模
農
業
移
民
へ
の
重
要
な
転

換
点
と
な
っ
た
「
移
民
会
議
」
の
史
料
を
整
序
し
、

「
屯
墾
移
住
地
視
察
報
告
」
な
ど
の
翻
刻
、
森
武

麿
に
よ
る
解
説
を
附
し
て
刊
行
す
る
。

　
日
本
近
現
代
史
、
満
洲
移
民
史
の
み
な
ら
ず
、

ひ
ろ
く
移
民
史
、
農
業
史
、
植
民
地
史
の
研
究
に

ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
『
旅
行
満
洲
』
は
一
九
三
四
年
六
月
に
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
大
連
支
部
よ
り

刊
行
さ
れ
た
旅
行
雑
誌
で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
は
多
様
で
、
巻
頭
に
は
毎
号
一
〇
頁

程
の
グ
ラ
ビ
ア
頁
が
設
け
ら
れ
、
観
光
地
案
内
、

宿
泊
施
設
、
土
産
、
時
刻
表
な
ど
の
観
光
情
報
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ス
キ
ー
や
狩
猟
、
温
泉
な
ど

の
レ
ジ
ャ
ー
情
報
も
豊
富
で
あ
る
。
ま
た
、
漫
画

や
文
芸
作
品
、
芸
術
、
歴
史
に
関
す
る
記
事
も
多

く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
総
合
文
化
雑
誌
と
し
て
の

側
面
も
強
い
。

　

創
刊
号
を
含
む
本
誌
の
大
部
分
を
復
刻
刊
行

し
、
通
覧
可
能
と
す
る
こ
と
で
満
洲
の
世
相
や
文

化
、
ま
た
戦
時
下
の
観
光
の
実
態
、
そ
の
変
化
を

知
る
た
め
の
重
要
資
料
と
し
て
供
す
る
。

　
『
海
の
外
』
は
一
九
二
二
年
四
月
か
ら
一
九
四

三
年
五
月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
、
信
濃
海
外
協
会
の

機
関
誌
で
あ
る
。

　
一
九
一
〇
年
代
か
ら
海
外
移
民
の
推
進
の
た
め

に
、
各
府
県
で
海
外
協
会
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の

な
か
で
も
信
濃
海
外
協
会
を
擁
す
る
長
野
県
は
、

最
も
多
く
の
満
洲
移
民
を
送
出
し
た
県
と
し
て
有

名
で
あ
ろ
う
。
同
県
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
へ
の
移
民
に
熱
を
注
い
で
お
り
、
他
県
の
範

と
な
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
復
刻
版
に
は
、
一
九
四
四
年
七
月
創
刊
の
後

継
誌
『
信
濃
開
拓
時
報
』
も
収
録
。
終
戦
間
際
の

一
九
四
五
年
五
月
ま
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
戦
局

が
厳
し
く
な
る
な
か
で
の
移
民
事
情
を
伝
え
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

　
別
巻
と
し
て
森
武
麿
『
満
洲
移
民
と
ブ
ラ
ジ
ル

移
民
―
信
濃
海
外
協
会
『
海
の
外
』
を
対
象
と
し

て
―
附
『
海
の
外
』
総
目
次
・
索
引
』
を
附
す
。

好評関連資料

監
修
―
岡
田
英
樹（
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）

解
説
―�

岡
田
英
樹
・
関
智
英（
津
田
塾
大
学
教
授
）・

羽
田
朝
子（
東
洋
大
学
教
授
）

総
目
次
・
索
引
―
牛
耕
耘（
東
京
都
立
大
学
助
教
）

原
本
提
供
―
西
原
和
海
・
毎
日
新
聞
社

別
冊
―
解
説
／
総
目
次
／
索
引　
約
三
八
〇
頁

　
　
　
※
分
売
可　
定
価
三
、三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
（
本
体
三
、〇
〇
〇
円
＋
税
一
〇
％
）

体
裁
―
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
約
七
、八
〇
〇
頁

価
格
―
揃
定
価
四
九
八
、三
〇
〇
円

　
　
　
（
揃
本
体
、四
五
三
、〇
〇
〇
円
＋
税
一
〇
％
）

『
月
刊
満
洲
』
の
復
刻
に
寄
せ
て

�

岡
村
敬
二

　
『
月
刊
満
洲
』
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
創
刊
の
『
月
刊
撫
順
』
を
一
九

三
三
（
昭
和
八
）
年
に
改
題
し
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
ま
で
一
七
年
間
に

わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た
満
洲
の
大
衆
誌
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
を
、

城
島
舟
礼
（
城
島
徳
寿
、
一
八
九
三
―
一
九
四
四
年
）
が
編
輯
し
た
。
ほ
と
ん
ど

と
い
う
の
は
、
新
京
日
日
新
聞
の
社
長
に
就
任
し
た
翌
年
の
一
九
四
〇
（
昭
和

一
五
）
年
三
月
か
ら
の
数
号
分
と
、
舟
礼
死
去
の
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年

六
月
か
ら
の
約
一
年
は
、
養
子
で
あ
る
城
島
英
一
が
発
行
し
た
た
め
で
あ
る
。

　
舟
礼
は
撫
順
炭
鉱
庶
務
課
で
『
炭
の
光
』
の
編
集
を
二
年
ほ
ど
担
当
し
た
。

退
社
後
の
『
月
刊
撫
順
』
創
刊
の
際
は
こ
の
人
脈
を
活
用
し
て
、
撫
順
の
南
満

洲
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
満
鉄
）
関
係
者
を
読
者
基
盤
と
し
、
満
鉄
本
社
の
役

職
者
や
病
院
・
学
校
・
図
書
館
な
ど
に
寄
贈
、
満
鉄
沿
線
の
駅
待
合
い
に
備
え

付
け
る
な
ど
販
路
獲
得
に
目
配
り
し
、『
月
刊
撫
順
』
は
最
高
で
四
七
〇
〇
部
、

『
月
刊
満
洲
』
は
最
盛
期
に
は
数
万
部
発
行
さ
れ
た
。
こ
の
販
売
手
法
は
見
事

と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
『
月
刊
満
洲
』
は
舟
礼
の
「
個
人
的
趣
味
」
の
勝
っ
た
雑
誌
で
あ
っ
た
が
、「
ひ

た
む
き
に
大
衆
へ
」
を
目
指
し
た
、
満
洲
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
の
に
最
適
の

「
物
知
り
雑
誌
」
で
あ
っ
た
。「
原
稿
募
集
」
は
こ
の
性
格
を
顕
著
に
現
し
て
お

り
、
例
え
ば
『
月
刊
満
洲
』
第
七
巻
第
二
号
（
一
九
三
四
年
二
月
）
に
は
、「
日

満
親
善
美
談
紹
介
」、「
第
一
線
便
り
（
軍
・
警
・
満
鉄
社
員
・
満
洲
国
官
吏
・
武

装
移
民
・
そ
の
他
一
般
農
工
商
業
者
な
ど
の
消
息
）」、「
旅
館
・
食
道
楽
・
カ
フ
ェ

な
ど
の
評
判
記
」
を
は
じ
め
、
各
方
面
の
ゴ
シ
ッ
プ
や
紀
行
文
、
漫
画
や
詩
、

短
歌
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
が
募
集
さ
れ
た
。
舟
礼
は
関
東
軍
や
満
洲
国
上
級
官

僚
、
満
鉄
社
員
や
国
策
会
社
、
協
和
会
な
ど
各
界
上
層
部
の
原
稿
を
掲
載
し
て

「
誌
価
」
を
高
か
ら
し
め
、
そ
の
い
わ
ば
「
お
墨
付
き
」
を
も
っ
て
、
各
地
の

ゴ
シ
ッ
プ
や
通
俗
的
な
記
事
な
ど
を
自
在
に
掲
載
し
、
各
種
各
層
の
記
事
も
載

せ
て
い
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
わ
た
し
は
以
前
、
遼
寧
省
図
書
館
蔵
の
雑
誌
を
閲
覧
し
、『
月
刊
撫
順
』
昭

和
四
年
四
月
号
（
一
九
二
九
年
四
月
）
か
ら
、『
月
刊
満
洲
』
第
一
八
巻
第
五
号

（
一
九
四
五
年
五
月
）
ま
で
、
多
く
の
欠
号
は
あ
っ
た
が
そ
の
「
目
次
一
覧
」
を

作
成
し
「
解
題
」
を
書
い
た
。
こ
の
度
の
復
刻
は
、
日
本
国
内
で
所
蔵
さ
れ
て

い
る
一
九
三
三
年
九
月
か
ら
一
九
四
三
年
四
月
ま
で
の
号
を
収
め
て
い
る
。
本

誌
の
復
刻
に
よ
っ
て
満
洲
・
満
洲
国
期
の
出
版
史
や
文
化
活
動
の
一
端
が
明
ら

か
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
か
と
思
う
。

�

（
お
か
む
ら
・
け
い
じ　
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

▲第６巻第９号（1933年９月）目次（復刻版第１巻収録）

▲第16巻第１号（1943年１月）目次（復刻版第11巻収録）

◎
一
九
三
三
年
か
ら
一
九
四
三
年
ま
で
、
激
動
の
時

代
の
在
満
日
本
人
の
生
活
・
文
化
を
伝
え
る
。

◎
執
筆
陣
は
官
公
庁
の
人
物
に
限
ら
ず
、
開
拓
団
民

や
都
市
住
民
、
女
学
生
、
カ
フ
ェ
ー
女
給
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
階
層
と
職
業
に
お
よ
ぶ
。

◎
女
性
た
ち
を
集
め
た
座
談
会
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
、

外
地
に
お
け
る
女
性
の
姿
や
声
を
多
数
掲
載
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
、
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
に
も
必
須
の

資
料
と
い
え
よ
う
。

本
書
の
特
徴



満
洲
旅
行
界
に
生
き
る
人
々
の
息
吹
を
伝
え
る
総
合
大
衆
誌

�

高 

媛

　
一
九
二
八
年
八
月
（
一
説
で
は
七
月
）、『
月
刊
満
洲
』
の
前
身
で
あ
る
『
月
刊
撫

順
』
は
炭
坑
の
町
・
撫
順
に
誕
生
し
た
。
当
初
は
主
に
地
元
撫
順
の
情
報
や
広
告
を

掲
載
し
て
い
た
が
、
一
九
三
三
年
に
『
月
刊
満
洲
』
と
改
題
さ
れ
る
。
第
一
〇
巻
第

一
〇
号
（
一
九
三
七
年
一
二
月
）
か
ら
は
、
編
集
部
が
首
都
・
新
京
に
移
転
し
、
徐
々

に
「
満
洲
国
国
民
誌
」
の
貫
禄
を
み
せ
は
じ
め
た
。
発
行
部
数
は
、
一
九
三
〇
年
一

月
に
は
三
千
五
百
部
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
八
年
二
月
に
は
自
称
三
万
部
に
ま
で
増

大
し
、
満
洲
屈
指
の
総
合
大
衆
誌
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。

　
満
洲
旅
行
史
が
専
門
の
筆
者
が
『
月
刊
満
洲
』
に
注
目
し
て
き
た
理
由
は
、
満
洲

旅
行
界
の
中
心
人
物
が
、
執
筆
陣
と
し
て
多
数
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
満
鉄
）
旅
客
課
の
加
藤
郁
哉
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

今
枝
折
夫
）
と
満
鉄
弘
報
課
の
石
原
秋
朗
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
石
原
巌
徹
、
石
敢
当
、
青

龍
刀
）
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、加
藤
の
「
満
洲
特
殊
風
致
区
案
内
」
と
石
原
の
「
雑

談
支
那
」と
い
う
人
気
連
載
は
、の
ち
に
月
刊
満
洲
社
か
ら
単
行
本『
満
洲
異
聞
』（
一

九
三
五
年
）
と
『
雑
談
支
那
』（
一
九
三
六
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

と
な
っ
た
。
ま
た
、
新
京
公
会
堂
書
記
長
で
、
大
連
市
嘱
託
を
も
務
め
る
真
殿
星
麿

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
、
木
南
人
）
が
執
筆
し
た
「
全
満
観
光
バ
ス
行
脚
」
の
連
載
も
、
読
み

応
え
の
あ
る
歯
に
衣
着
せ
ぬ
バ
ス
会
社
へ
の
批
判
が
好
評
だ
っ
た
。
ほ
か
に
も
、『
月

刊
満
洲
』
に
は
満
洲
の
観
光
宣
伝
に
関
す
る
記
事
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
高
い
貢
献
度
が
認
め
ら
れ
、
満
洲
観
光
連
盟
は
「
御
褒
美
」
と
し
て
、
同
誌
第
一

二
巻
第
一
〇
号
（
一
九
三
九
年
一
〇
月
）
に
附
録
の
絵
葉
書
を
寄
贈
し
た
。

　
『
月
刊
満
洲
』は
、満
鉄
の
統
計
資
料
や
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
か
ら
は
窺
い
得
な
い
、

満
洲
旅
行
界
に
生
き
る
人
々
の
息
吹
を
伝
え
て
い
る
。
旅
行
界
の
み
な
ら
ず
、
当
時

の
満
洲
の
空
気
を
肌
で
感
じ
る
た
め
に
も
閲
読
を
強
く
お
薦
め
す
る
。
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（
こ
う
・
え
ん　
駒
澤
大
学
大
学
院
教
授
）

満洲国国民誌！ ――城島舟礼
趣味と実益を兼備せるその独創的編輯 ――板垣征四郎

▲今枝折夫「満洲特殊風致区案内５　国都新京を歩く」第７巻第２号
（1934年２月、復刻版第１巻収録）
　今枝は新京のほか鴨緑江周辺や奉天、大連を舞台に、会話調で満洲
での生活の様子を紹介。のちに『満洲異聞』（1935年）としてベスト
セラーとなる。

（右） 奉天新鋭漫画集団 同人合作「特輯漫画　戦捷春」第11巻第４号（1938年４月、復刻版第７巻収録）
（左） 新興漫画協会合作「漫画セクシヨン」第９巻第８号（1936年８月、復刻版第５巻収録）

▲東條英機「日本版の創刊を祝す」第10巻第６号（1937年７月、復刻版 第６巻収録）
　『月刊満洲』日本版の刊行に際して寄せられ、『月刊満洲』の性格、軍部 がどのような期待をかけていたのか
が分かる。

▲「ミス満洲と軍用犬」
第７巻第５号（1934
年５月、復刻版２巻
収録）

▲「彼女はなんと答へるでせう？」第10巻第８号（1937年10月、復刻版第７巻収録）
　『月刊満洲』には満洲で働く女性たちの記事も数多く掲載されている。本記事における「満人に求婚されたら」へ
の回答では、「国際結婚は大嫌ひ」「満人にも、上・中・下とありますわ、でもヤツパリいくら上でも駄目」のように
20人中９人が否定的であり、「日満一体」に対する本音がうかがえる（肯定的解答８名、不明３名）。

▲「いとしきかれらよ」第９巻第４号
（1936年４月、復刻版４巻収録）
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